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環境変動に応答した花発生を司る遺伝子ネットワークの研究
業　績
　花は植物の生殖器官であり、ヒトにとっての穀物や果物の元である。花の形づく
りは、様々な発生段階にある複数の細胞タイプからなり、既存の解析では、限られ
た時期に特定の細胞でのみ発現する鍵制御因子の下流遺伝子ネットワークや作用機
序の解明は遅れていた。
　本研究では、花発生同調系や遺伝子の発現誘導系などの新規実験系に、イメージ
ング、定量的な生化学的解析、数理モデル解析を統合することにより、植物が異な
る環境に応答して花づくりを行う遺伝子発現の経路を発生時間軸に沿って、適切な
時空間分解能にて解析した。
　本研究により、花幹細胞で働くエピジェネティクス（DNA やヒストンタンパクの
修飾などを介した塩基配列の変化によらない遺伝子発現）を介したバイオタイマー
ともよばれる時間的な制御機構や、植物が繰り返す高温の刺激に順応する高温順化
の分子機構が明らかとなった。さらに鍵因子の再構成系や数理解析により、植物発
生の予測と制御を可能にした。
　本成果は、環境変動に応答した花発生を司る遺伝子ネットワークの解明により、
植物発生研究の発展に貢献するのみならず、温暖化における食料の安定的供給にむ
けた基盤技術に寄与することが期待される。
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